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第 147回火山噴火予知連絡会 気象庁 

鶴見岳・伽藍岳 

図１ 鶴見岳・伽藍岳 噴気の状況 

左：大分県監視カメラ（11月19日） 鶴見岳では、期間を通して噴気は認められなかった。 

右：塚原無田監視カメラ（11月２日） 伽藍岳では、噴気が噴気地帯上500ｍまで上がった。 

鶴 見 岳・伽 藍 岳（2020年 11月 30日現在）

○ 概況（2020年６月～2020年 11月 30日）

・噴気など表面現象の状況（図１～８、図９-①③）

大分県監視カメラによる観測では、鶴見岳では、期間を通して噴気は認められなかった。伽

藍岳では、噴気地帯上500ｍまで噴気が上がった。

９月８,９日に実施した現地調査では、前回（2019年９月）と比較して、鶴見岳・伽藍岳の噴

気の状況と地熱域の分布に特段の変化は見られなかった。また、伽藍岳Ａ群噴気地帯の CO2/H2S

比及び噴気温度に変化はみられなかった。

・地震、微動活動（図９-②⑤⑥、図10～12）

期間中、鶴見岳・伽藍岳付近で発生したＡ型地震は413回と、それ以前と比較して増加した。

６月から８月にかけて、鶴見岳の北東約１～２kmの深さ概ね２～５kmを震源とする地震が時々

増加した。10月24日には鶴見岳の西約１～２kmの深さ概ね４～６kmを震源とする地震が一時

的に増加した。

また、期間中Ｂ型地震が８回（10月４回、11月４回）発生した。Ｂ型地震を観測したのは、

2016年４月以来である。 

火山性微動は、2010年11月の観測開始以降、観測されていない。 

・地殻変動の状況（図13～15）

傾斜計及び GNSS 連続観測では、火山活動によると考えられる特段の変化は認められなかっ

た。 

一時的な地震の増加はみられたが、その他の火山活動に特段の変化はなく、噴火の兆候は認

められない。 

この資料は気象庁のほか、国土地理院、京都大学、九州大学、国立研究開発法人防災科学技術研究所及び大分県のデ

ータを利用して作成した。 

鶴見岳 

伽藍岳 

伽藍岳 
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鶴見岳・伽藍岳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2019年９月12日12時03分 2019年９月12日（曇）気温26.3℃ 

※気温は湯布院アメダス12時の観測値 

2020年９月９日12時04分 2020年９月９日（曇）気温23.2℃ 

図２ 鶴見岳 地獄谷赤池噴気孔上部の地表面温度分布 
 

前回（2019年９月）と比較して、噴気の状況と地熱域の分布に特段変化は見られなかった。 

2019年９月13日15時58分 2019年９月13日（曇）気温24.9℃ 

※気温は湯布院アメダス16時の観測値 

2020年９月９日15時14分 2020年９月９日（晴）気温28.3℃ 

図３ 伽藍岳 Ａ群噴気地帯の地表面温度分布 
 

前回（2019年９月）と比較して、噴気の状況と地熱域の分布に特段変化は見られなかった。 
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鶴見岳・伽藍岳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2019年９月13日15時50分 2019年９月13日（曇）気温24.9℃ 

※気温は湯布院アメダス16時の観測値 

 

2020年９月９日15時13分 2020年９月９日（晴）気温28.3℃ 

図４ 伽藍岳 Ｂ群噴気地帯の地表面温度分布 
 

前回（2019年９月）と比較して、噴気の状況と地熱域の分布に特段変化は見られなかった。 

2019年９月13日15時44分 2019年９月13日（曇り）気温24.9℃ 

※気温は湯布院アメダス16時の観測値  

2020年９月８日16時45分 2020年９月８日（曇）気温28.0℃ 

図５ 伽藍岳 泥火山の地表面温度分布 
 

前回（2019年９月）と比較して、噴気の状況と地熱域の分布に特段変化は見られなかった。 
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鶴見岳・伽藍岳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地獄谷赤池噴気孔 

泥火山 

Ａ群噴気地帯 Ｂ群噴気地帯 

地理院地図 

地理院地図 

図６ 鶴見岳・伽藍岳 図２～５の撮影地点・方向 
 

上図：図３～５（A群・B群噴気地帯、泥火山）撮影地点 下図：図２（地獄谷赤池噴気孔）撮影地点 
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鶴見岳・伽藍岳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図７ 伽藍岳 Ａ群噴気地帯と泥火山のCO2/H2S比 
 

Ａ群噴気地帯のCO2/H2S比に変化は認められない。 

泥火山の火山ガス採取ポイントの噴気は枯渇したため、2018年11月観測時以降データはない。 

図８ 伽藍岳 Ａ群噴気地帯と泥火山の噴気温度 
 

Ａ群噴気地帯の噴気温度に変化は見られない。 

泥火山の火山ガス採取ポイントの噴気は枯渇したため、2018年11月観測時以降データはない。 

━：A群噴気地帯 

━：泥火山 

━：A群噴気地帯 

━：泥火山 

℃ 
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鶴見岳・伽藍岳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図９ 鶴見岳・伽藍岳 火山活動経過図（2012年１月～2020年11月30日） 
 

＜2020年６月～2020年11月30日の状況＞ 

・伽藍岳で噴気が噴気地帯上500ｍまで上がった。 

・鶴見岳・伽藍岳付近で発生したＡ型地震は413回、Ｂ型地震は８回だった。 

・火山性微動は、2010年11月の観測開始以降、観測されていない。 
 

注１：伽藍岳では、2019年11月から塚原無田監視カメラによる噴気の観測を開始した。10月までは、伽藍岳の噴気の

高さは、稜線上からの高さを表していたが、11月以降は噴気地帯からの高さに換算している。（10月までの値に、稜

線までの標高差100mを追加）。 また、塚原無田監視カメラ設置に伴い11月以降、（稜線よりも低い）高さ100m未満の

噴気も観測している。 

注1 
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鶴見岳・伽藍岳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図10 鶴見岳・伽藍岳 Ｂ型地震の波形・スペクトル・振幅比例 

（2020年10月30日06時48分） 
 

・鶴見岳周辺の観測点で振幅が大きいものの、遠い観測点との振幅比は比較的小さい。 

・鶴見岳周辺の観測点では５Hz付近が、遠方の観測点では２Hz付近が卓越している。 

２㎞ 

伽藍岳 

鶴見岳 

地上置き地震計UD成分による振幅比 

日ノ平UD 
10秒 

dB 

Hz 

別府天間UD 

 
10秒 

dB 

Hz 

湯山UD 

 
10秒 

dB 

Hz 
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鶴見岳・伽藍岳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鶴見岳  

伽藍岳  

震央分布図 時空間分布図（南北断面） 

 

東西断面図 深さ時系列図 

図11-1 鶴見岳・伽藍岳周辺 震源分布図（鶴見岳・伽藍岳付近の地震） 

（2010年１月～2020年11月30日） 
 

＜2020年６月～2020年11月30日の状況＞ 

震源は、概ね鶴見岳の北東の深さ２～５km付近、鶴見岳の西の深さ４～６km付近に分布した。 
 

鶴見岳と伽藍岳の山体直下で、震源の深さが７km以浅の地震を表示している。 

2017年３月24日の鶴見岳西山麓観測点の整備により震源決定の精度が向上している。 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

時空間分布図（東西断面） 
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鶴見岳・伽藍岳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ：2020年６月１日～2020年11月30日の震源 

 ：2010年１月１日～2020年５月31日の震源 

由布岳 鶴見岳 

伽藍岳 

震央分布図 時空間分布図（南北断面） 

東西断面図 深さ時系列図 

図11-2 鶴見岳・伽藍岳 震源分布図（広域）（2010年１月～2020年11月30日） 
 

＜2020年６月～2020年11月30日の状況＞ 

震源は、概ね鶴見岳付近に分布した。 
 

図11-1に加えて、山体周辺及び山体下の深さ10kmまでの地震を表示している。 

近傍の観測点（湯山、日ノ平、内山北尾根、鶴見岳西山麓）において、P波とS波の到達時間差が概ね１秒以内 

の地震を掲載している。 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

時空間分布図（東西断面） 

図11-1の範囲 
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鶴見岳・伽藍岳 

図12 鶴見岳・伽藍岳 一元化震源による震源分布図（2010年１月～2020年11月30日） 
 

＜2020年６月～2020年11月30日の状況＞ 

一元化震源では、火山の周辺領域の地震がやや増加したものの、これまで地震活動がみられた 

領域内での活動であった。 
 

表示している震源には、震源決定時の計算誤差の大きなものが含まれることがある。 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

2020年４月18日以降の地震について、暫定的に震源精査の基準を変更しているため、それ以前と比較して微

小な地震での震源決定数の変化（増減）が見られる。 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

：2020年６月１日～2020年11月30日の震源    ：2020年６月１日～2020年11月30日の震源（深部低周波地震） 

：2010年１月１日～2020年５月31日の震源     ：2010年１月１日～2020年５月31日の震源（深部低周波地震） 

A 

「平成28年（2016年）熊本地震」 

B 

鶴見岳 

伽藍岳 

由布岳 

震央分布図 Ａ:M-T 図と回数積算 

 

全領域：深さ時系列図 

Ｂ:M-T 図と回数積算 

 

東西断面図 

Ｃ 

Ｃ:M-T 図と回数積算 

 

12



第 147回火山噴火予知連絡会                                     気象庁 

 
鶴見岳・伽藍岳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図13 鶴見岳・伽藍岳 GNSS連続観測による基線長変化（2010年10月～2020年11月30日） 
 

GNSS連続観測では、火山活動によると考えられる特段の変化は認められなかった。 
 

この基線は図15の①～⑥に対応している。 

基線の空白部分は欠測を示している。 

2016年４月16日以降の基線長は、平成28年（2016年）熊本地震の影響による変動が大きかったため、 

この地震に伴うステップを補正している。 

2018年春頃から2019年春頃にかけて、日向灘北部及び豊後水道周辺のプレート境界深部における長期的 

ゆっくりすべりに起因するものと推定される地殻変動がみられる（基線④、⑥）。 

（国）：国土地理院 

2017年３月24日解析開始 

2017年３月24日解析開始 
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鶴見岳・伽藍岳 

5.0μrad. 

南北方向(北－UP) 

東西方向(東－UP) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図14 鶴見岳・伽藍岳 傾斜変動（2018年１月～2020年11月30日、時間値） 
 

＜2020年６月～2020年11月30日の状況＞ 

傾斜計による観測では、火山活動によると考えられる特段の変化は認められなかった。 

 

図15 鶴見岳・伽藍岳 GNSS連続観測点と基線番号 
 

小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示している。 
（国）：国土地理院 
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鶴見岳・伽藍岳 

 
図16 鶴見岳・伽藍岳 観測点配置図 

 

小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示している。 

（国）：国土地理院、(京)：京都大学、(九)：九州大学、（防）：防災科学技術研究所、（分）：大分県 
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鶴見岳・伽藍岳・由布岳※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

鶴見岳・伽藍岳・由布岳周辺GEONET(電子基準点等)による連続観測基線図

鶴見岳・伽藍岳・由布岳

国土地理院

顕著な地殻変動は観測されていません。

第１４７回火山噴火予知連絡会

●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解] 国土地理院
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国土地理院第１４７回火山噴火予知連絡会

鶴見岳・伽藍岳・由布岳

*1 U：高分解能(3m)モード
H：高分解能(6m)モード

*2 由布岳における入射角

鶴見岳・伽藍岳・由布岳のSAR干渉解析結果について

(a) 2020/07/01-2020/09/09

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

(b) 2019/09/20-2020/09/18

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

○ 国土地理院以外のGNSS観測点

背景：地理院地図標準地図・陰影起伏図・傾斜量図

ノイズレベルを超える変動は見られません。

(a) (b)
衛星名 ALOS-2 ALOS-2

観測日時

2020/07/01
2020/09/09

12:12頃
(70日間)

2019/09/20
2020/09/18

0:12頃
(364日間)

衛星進行方向 南行 北行
電波照射方向 右(西) 右(東)
観測モード*1 U-U H-H
入射角*2 44.3° 37.5°
偏波 HH HH

垂直基線長 - 178m - 185m

衛星進行方向

電波照射方向

衛星進行方向

電波照射方向
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第 147回火山噴火予知連絡会                                              気象庁 

 
九重山 

九 重 山   （2020年 11月 30現在） 

 
 

○ 概況（2020年６月～2020年 11月 30日） 

・噴気などの表面現象の状況（図１～３、図４-①③） 

硫黄山付近では、噴気活動に特段の変化はなく、噴気は噴気孔上400ｍ以下で経過した。 

星生山北尾根に設置している赤外熱映像装置による観測では、引き続き地熱域で温度の高い

状態が続いている。 

 

・地震、微動活動（図４-②④⑤、図５、図６） 

火山性地震は、期間を通して少ない状態で経過した。震源が求まった火山性地震は、主に星

生山・硫黄山付近及び三俣山北西のごく浅い所から深さ２km付近に分布した。また、2017年

６月頃からＢ型地震が時折発生している。 

火山性微動は2006年10月以降、観測されていない。 

 

・全磁力変化の状況（図７、図８） 

全磁力観測では、2014年以降、硫黄山付近の噴気孔群地下での温度上昇を示唆する変化が

みられるが、2020年７月以降鈍化している。 

 

・地殻変動（図９～11） 

GNSS連続観測では、硫黄山を挟む基線である坊ガツル－牧ノ戸峠、星生山北山腹－坊ガツル

及び星生山北山腹－直入Ａで 2012 年頃からの伸びの傾向は停滞している。星生山北山腹－上

野の基線でみられていた縮みの傾向は停滞している。 

傾斜計では、火山活動に起因すると考えられる特段の変化は認められなかった。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

硫黄山の地熱域では温度の高い状態が続いています。2014年以降、硫黄山付近の噴気孔群地下

の温度上昇を示す全磁力の変化がみられており、また、Ｂ型地震が時折発生していることから、

わずかに火山活動が高まっている可能性があります。今後の火山活動に留意してください。 

この資料は気象庁のほか、国土地理院、京都大学、国立研究開発法人防災科学技術研究所及び大分県のデータを利用して

作成した。 
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九重山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

図2-2 九重山 星生山北尾根赤外熱映像装置による日別最高温度の７日間移動平均値 

（2017年３月～2020年11月） 
 

Ａ領域、Ｃ領域ともに非地熱域と比べて温度の高い状態が続いている。 
 

※天候不良時は観測精度が低下する。特に観測精度が低いデータは図から取り除いている。 

誤差範囲

  
Ａ領域 Ｃ領域 非地熱域 

噴気 

図１ 九重山 噴気の状況 （９月23日 上野監視カメラによる） 

Ｃ領域 

Ａ領域 

非地熱領域 

噴気 

図2-1 九重山 噴気及び地熱域の状況 

（９月23日 星生山北尾根監視カメラ（左）及び赤外熱映像装置による（右）） 
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九重山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図2-3 九重山 季節変化補正を行った日別最高温度の７日間移動平均値の推移 

（2017年３月～2020年11月） 
 

図３ 九重山 噴気地帯の位置（Ａ領域、Ｂ領域、Ｃ領域及びＤ領域）、星生山北尾根監視カメラ 

の位置 

 

撮影位置 

撮影方向 

Ａ 

Ｃ 

星生山北尾根監視カメラ 

Ｂ 

Ｄ 

誤差範囲 Ａ領域 Ｃ領域 
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九重山 

 

 

 

  

図４ 九重山 火山活動経過図（1995年10月～2020年11月30日） 
 

＜2020年６月～2020年11月30日の状況＞ 

・噴煙活動に特段の変化はなく、噴気は噴気孔上400ｍ以下で経過した。 

・火山性地震は、期間を通して少ない状態で経過（Ａ型地震73回、Ｂ+ＢＰ型地震５回）した。 

・火山性微動は観測されなかった。 

観 １ 
測 ９ 
開 ９ 
始 ５ 
  年 

10 
月 
12 
日 

観 １ 
測 ９ 
開 ９ 
始 ５ 
  年 

10 
月 
12 
日 
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九重山 

図5-1 九重山 震源分布図（硫黄山・三俣山付近）（2010年１月～2020年11月30日） 
 

＜2020年６月～2020年11月30日の状況＞ 

震源が求まった火山性地震は、主に星生山・硫黄山付近及び三俣山北西のごく浅い所から深さ２km付

近に分布した。 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 
※2020年７月の大雨により火口周辺の一部の観測点が障害となったため、７月８日以降は震源の精度が低下している。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ：2020年６月１日～2020年11月30日の震源 

 ：2010年１月１日～2020年５月31日の震源 

三俣山 

星生山 

久住山 

硫黄山 

震央分布図 時空間分布図（南北断面） 

東西断面図 

 

深さ時系列図 

 

時空間分布図（東西断面） 
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2011 

2010 

2018 

2019 

2020 
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九重山 

図5-2 九重山 震源分布図（広域）（2010年６月～2020年11月30日） 
 

＜2020年６月～2020年11月30日の状況＞ 

震源が求まった地震は、星生山・硫黄山・三俣山付近のほか、主に星生山北西側３～５kmのごく浅

い所から深さ４km付近に分布した。 
この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

※観測点整備によって2016年12月からはごく浅い地震についても震源が決定される頻度があがった。 
※2020年７月の大雨により火口周辺の一部の観測点が障害となったため、７月８日以降は震源の精度が低下している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ：2020年６月１日～2020年11月30日の震源 

 ：2010年１月１日～2020年５月31日の震源 

三俣山 

星生山 
久住山 

硫黄山 

震央分布図 時空間分布図（南北断面） 

東西断面図 

 

深さ時系列図 

 

時空間分布図（東西断面） 

 

 

図5-1の範囲 
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A 

B 
C 

三俣山 

星生山 

久住山 

硫黄山 

黒岳 

○：2020年６月１日～2020年11月30日の震源     ×：2020年６月１日～2020年11月30日の震源（深部低周波地震） 

○：2010年１月１日～2020年５月31日の震源      ×：2010年１月１日～2020年 ５月31日の震源（深部低周波地震） 

図６ 九重山 一元化震源による震源分布図（2010年１月～2020年11月30日） 
 

＜2020年６月～2020年11月30日の状況＞ 

一元化震源では、火山周辺の地震活動に特段の変化は認められなかった。 
 

表示している震源には、震源決定時の計算誤差の大きなものが含まれることがある。 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

2020年４月 18日から 10月 23日までの地震について、暫定的に震源精査の基準を変更しているため、その前後の期

間と比較して微小な地震での震源決定数の変化（増減）が見られる。 

Ａ：M-T図と回数積算 

Ｂ：M-T図と回数積算 

Ｃ：M-T図と回数積算 
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MN2 
MS3 

MS2 
MS1 

 

 

  

図７ 九重山 全磁力観測による値の変化 
 

・繰り返し観測では、2014年以降、噴気孔群北側の観測点で全磁力値が増加傾向（赤矢印）、噴気孔群南

側の観測点で減少傾向（青矢印）に転じている。 

・連続観測では、噴気孔群北側の観測点で全磁力値が増加傾向（赤矢印）、噴気孔群南側の観測点で減少

傾向（青矢印）がみられるが、2020年７月頃からその傾向は鈍化している。 
 

連続観測：星生山南東約４kmの全磁力値を基準とした場合の各観測点における全磁力日平均値 

連続観測の各観測点における空白部分は欠測を示している。 

全磁力連続観測（2017年３月～2020年11月） 

全磁力繰り返し観測（2002年～2019年３月） 

全磁力繰り返し観測（2013年11月～2019年11月） 
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九重山 

図８ 九重山 全磁力観測点配置図及び噴気地帯の位置（Ａ領域、Ｂ領域、Ｃ領域及びＤ領域） 
 

・繰り返し観測点における2014年以降の傾向を「●（増加傾向）」「●（減少傾向）」「●（傾向なし

orデータ不足等により傾向不明）」で、連続観測点における2017年以降の傾向を「■（増加傾向）」

「■（減少傾向）「■（傾向なしorデータ不足等により傾向不明）」でそれぞれ示している。 
・2014年以降、硫黄山付近の噴気孔群地下で温度上昇（熱消磁）が起きていることを示唆している。 

 

赤破線で囲まれる領域は硫黄山付近の噴気孔群の位置を示している。 
この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』『基盤地図情報』を使用した。 

 

  

図９ 九重山 傾斜変動（2018年１月～2020年11月30日、時間値、潮汐補正済み） 
 

＜2020年６月～2020年11月30日の状況＞ 

火山活動に起因すると考えられる特段の変化は認められなかった。 

東西方向 

（東－ＵＰ） 

南北方向 

（北－ＵＰ） 

5.0μrad. 

Ａ Ｂ 
Ｃ 

Ｄ 
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図10 九重山 GNSS連続観測による基線長変化（2001年３月22日～2020年11月30日） 
 

2012年頃から、③坊ガツル－牧ノ戸峠、⑤星生山北山腹－坊ガツル及び⑥星生山北山腹－直入Ａの基線で

は伸びの傾向（赤矢印）が、④星生山北山腹－上野の基線では縮みの傾向（青矢印）が認められていたが、い

ずれの基線の変化も2020年頃から停滞している。 
 

これらの基線は図11の①～⑧に対応している。基線の空白部分は欠測を示している。 

2010年10月以降のデータについては、電離層の影響を補正する等、解析方法を改良している。 

2016年１月以降のデータについては、解析方法を変更している。 

2016年４月16日以降の基線長は、平成28年（2016年）熊本地震の影響による変動が大きかったため、この地震に

伴うステップを補正している。 

青色の破線内の変化は、九重山周辺のまとまった降水及び樹木による影響と考えられる。 

（国）：国土地理院 

2010年10月１日解析開始 

2010年10月１日解析開始 

2010年10月１日解析開始 

2018年５月18日解析開始 

2018年５月18日解析開始 

27



第 147回火山噴火予知連絡会                                              気象庁 

 
九重山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図11 九重山 GNSS観測点基線図 
 

小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示す。 

    （国）：国土地理院 
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図12 九重山 観測点配置図 
 

小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示す。 

（国）：国土地理院、(京)：京都大学、（分）：大分県 
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九重山※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

九重山周辺GEONET(電子基準点等)による連続観測基線図

九重山

国土地理院

ＧＮＳＳ連続観測結果には特段の変化は見られません。

第１４７回火山噴火予知連絡会

基線変化グラフ（短期）基線変化グラフ（長期）
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(3) 直入Ａ(041137)→久住(950474)　斜距離 基準値：11986.007ｍ

2020/1/1 4/1 7/1 10/1
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2
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0
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-2

-3

(4) 久住(950474)→大分九重(970833)　斜距離 基準値：15121.968ｍ

期間: 2019/11/01～2020/11/01 JST
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●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解] 国土地理院
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国土地理院第１４７回火山噴火予知連絡会

九重山

* U：高分解能(3m)モード
H：高分解能(6m)モード

九重山のSAR干渉解析結果について

(a) 2020/06/08-2020/08/17

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

(b) 2019/09/20-2020/09/18

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA
背景：地理院地図標準地図・陰影起伏図・傾斜量図

ノイズレベルを超える変動は見られません。

(a) (b)
衛星名 ALOS-2 ALOS-2

観測日時

2020/06/08
2020/08/17

12:19頃
(70日間)

2019/09/20
2020/09/18

0:12頃
(364日間)

衛星進行方向 南行 北行
電波照射方向 右(西) 右(東)
観測モード* U-U H-H
入射角 34.6° 36.3°
偏波 HH HH

垂直基線長 + 137m - 185m

衛星進行方向

電波照射方向

衛星進行方向

電波照射方向
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第 147回火山噴火予知連絡会                                気象庁 

 

 
阿蘇山 

阿 蘇 山  （2020年 11月 30日現在） 

 

 

概況（2020年６月～2020年 11月 30日） 

・噴煙など表面現象の状況（図１～８、図９-①⑤⑥、図10-①⑥⑦） 

阿蘇山の中岳第一火口では、５月 22日に発生した噴火が６月中旬まで断続的に継続した。６

月下旬以降、噴火は観測されていない。６月８日には灰白色の噴煙が最高で火口縁上 1,400ｍ

まで上昇した。この噴火に伴う大きな噴石や火砕流は観測されていない。噴火が停止した後は、

白色噴煙が最高で火口縁上 1,200ｍまで上昇した。 

期間中に実施した現地調査では、火口の中央部付近から白色の噴煙が、最高で火口縁上 200

ｍまで上昇しているのを確認した。赤外熱映像装置による観測では、中岳第一火口底から噴出

する噴煙の最高温度は、7月は約83℃、８月は約87℃、９月は約113℃、10月は約109℃、11

月は約104℃、（３月：約300℃）で、６月中旬以降大きな変化は無かった。中岳第一火口底の

最高温度は、10月は約317～348℃と一時的に高まったが、11月は約99℃と低下している。 

中岳第一火口の南側火口壁では、白色の噴煙が噴出し、その一部では地熱域を確認した。赤

外熱映像装置による観測では、南側火口壁の最高温度は、７月は約259℃、８月は約256℃、９

月は約269℃、10月は約 281℃、11月は約233℃（2019年４月：約530℃）で、2019年４月下

旬から始まった一連の噴火活動の前よりも低い温度で経過している。 

中岳第一火口では、期間中火映は観測されていない。阿蘇火山博物館提供の火口カメラでは、

10月20日から11月１日にかけて、火口底の一部で硫黄の燃焼と思われる火炎を夜間に時々観

測した。なお、現地調査及び阿蘇火山博物館提供の火口カメラでは、中岳第一火口内に湯だま

りは観測されていない。 

 

・火山ガスの状況（図９-④、図10-⑤） 

火山ガス（二酸化硫黄）の放出量は、やや少ない状態で経過している。 

 

・地震や微動の発生状況（図９-②③、図10-②～④、図11～13） 

火山性微動の振幅は、概ね小さい状態で経過した。火山性地震および孤立型微動の発生回数

は、短期間における増減はみられるものの概ね多い状態で経過した。 

震源が求まった火山性地震は、主に中岳第一火口のごく浅いところから深さ１km付近に分布

した。 

 

中岳第一火口では、６月下旬以降、噴火は観測されていない。 

火山ガス（二酸化硫黄）の放出量はやや少ない状態で経過している。 

中岳第一火口内では、熱活動は概ね低下した状態だが、湯だまりはみとめられず、時々硫黄

の燃焼がみられた。 

火山性微動の振幅は概ね小さな状態で経過している。 

GNSS 連続観測では、深部にマグマだまりがあると考えられている草千里を挟む基線におい

て、７月頃からわずかな縮みの傾向がみられる。 

以上のことから、火山活動は低下した状態で経過している。 

この資料は気象庁のほか、国土地理院、九州大学、京都大学、国立研究開発法人防災科学技術研究所、国立研究開発

法人産業技術総合研究所及び阿蘇火山博物館のデータを利用して作成した。 
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阿蘇山 

図１ 阿蘇山 中岳第一火口の状況（６月５日、草千里監視カメラによる） 
 

中岳第一火口では、５月22日に発生した噴火が６月中旬まで断続的に継続した。 

図２ 阿蘇山 中岳第一火口の状況（10月12日、草千里監視カメラによる） 
 

中岳第一火口では、白色の噴煙が最高で火口縁上1,200ｍまで上昇した。 

・地殻変動の状況（図14～16） 

深部にマグマだまりがあると考えられている草千里を挟む基線において、７月頃からわず

かな縮みの傾向がみられる。 

 

・南阿蘇村吉岡の噴気地帯の状況（図 17～18） 

７月21日に実施した現地調査では、前回（２月21日）と同様に噴気活動が続いていること

を確認した。 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

阿蘇山 

図３ 阿蘇山 中岳第一火口内の火炎の状況 

（10月30日、阿蘇火山博物館の火口カメラＡによる） 

・中岳第一火口では、火映は観測されていない。

・阿蘇火山博物館提供の火口カメラでは、10月20 日から11月１日にかけて、火口底の一部で硫黄の燃焼

と思われる火炎を夜間に時々観測した。 

・現地調査及び阿蘇火山博物館提供の火口カメラでは、中岳第一火口内に湯だまりは観測されていない。

図４ 阿蘇山 中岳第一火口の現地調査観測位置図（観測位置及び撮影方向） 

地理院地図 
中岳第一火口底 

：観測位置 

：撮影方向 

火口南西側観測定点 

（図5-1、図７中下段、図８の観測

位置） 

火口北西側観測定点 

（図5-2、図６、図７上段の

観測位置） 
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阿蘇山 

図5-1 阿蘇山 中岳第一火口内の状況（中岳第一火口の南西側から観測） 

図5-2 阿蘇山 中岳第一火口内の状況 （中岳第一火口の北西側から観測） 
 

・期間中に実施した現地調査では、中岳第一火口の中央部付近から白色の噴煙が、最高で火口縁上 200ｍまで上昇

しているのを確認した。 

・中岳第一火口の南側火口壁からでも白色の噴気が噴出しているのを確認した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2020年７月30日10時56分（快晴） 

 

2020年９月29日16時13分（快晴） 

2020年８月17日11時12分（晴） 

2020年10月29日12時18分（快晴） 

2020年７月30日11時22分（快晴） 

2020年９月29日16時14分（快晴） 

2020年８月17日11時35分（晴） 

2020年10月27日15時31分（晴） 
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阿蘇山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

2020年９月29日11時39分 

2020年10月27日15時32分 2020年10月27日（晴） 

気温：18.0℃ 湿度：40％ 

図６ 阿蘇山 中岳第一火口内の状況（中岳第一火口の北西側から観測） 
 

赤外熱映像装置による観測では、中岳第一火口底から噴出する噴煙（赤破線）の最高温度は、7月は約83℃、８

月は約87℃、９月は約113℃、10月は約109℃、11月は約104℃、（３月：約300℃）で、６月中旬以降大きな変化

は無かった。 

2020年７月30日（快晴） 

気温：26.5℃ 湿度：77％ 

2020年８月17日（晴） 

気温：30.3℃ 湿度：58％ 

2020年８月17日11時44分 

2020年７月30日11時22分 

2020年９月29日（快晴） 

気温：18.7℃ 湿度：80％ 
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阿蘇山 

図７ 阿蘇山 中岳第一火口内火口底の状況（中岳第一火口北西側及び南西側から観測） 

・赤外熱映像装置による観測では、中岳第一火口底の最高温度は、10月は約317～348℃と一時的に高まったが、11

月は約99℃と低下している。 

・中岳第一火口内に湯だまりは観測されていない。

2020年11月4日（晴）気温：8.8℃ 湿度：62％ 2020年11月4日14時54分 

2020年10月29日（快晴）気温：18.1℃ 湿度：24％ 2020年10月29日12時15分 

約348℃ 

約99℃ 

2020年10月27日（晴）気温：18.0℃ 湿度：40％ 2020年10月27日15時08分 

約317℃ 
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阿蘇山 

図８ 阿蘇山 中岳第一火口内南側火口壁（中岳第一火口の南西側から観測） 
 

・中岳第一火口の南側火口壁では、白色の噴煙が噴出し、その一部では地熱域（図中黄破線円）を確認した。 

・南側火口壁の最高温度は、７月は約259℃、８月は約256℃、９月は約269℃、10月は約281℃、11月は233℃（2019

年４月：約530℃）で、2019年4月下旬から始まった一連の噴火活動の前よりも低い温度で経過している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

2020年９月29日（快晴）気温：18.7℃ 湿度：80％ 
2020年９月29日11時40分 

2020年11月4日（晴）気温：8.8℃ 湿度：62％ 2020年11月４日14時37分 

2020年７月30日（快晴）気温26.5℃ 湿度：77％ 2020年７月30日10時59分 

2020年8月17日11時22分 2020年８月17日（晴）気温：30.3℃ 湿度：58％ 
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阿蘇山 

 
 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 阿蘇山 火山活動経過図（1989年１月～2020年11月30日） 
 

＜1989年１月～2020年11月30日の状況＞ 

・火山性地震および孤立型微動は、2017年３月以降概ね多い状態で経過している。 

・火山ガス（二酸化硫黄）の放出量は、やや少ない状態で経過している。 

2002年３月１日から検測対象を変位波形から速度波形に変更した。 

②と③の赤線は回数の積算を示している。 

④～⑥は現地調査の結果を示している。 

⑥の湯だまり温度等は赤外放射温度計で計測していたが、2015年６月から赤外熱映像装置により計測している。 

湯だまり量は、量を確認できた場合のみ表示し、１割に満たない場合は０割としている。 

15000 
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阿蘇山 

図10 阿蘇山 火山活動経過図（2018年12月～2020年11月30日） 
 

＜2020年６月～2020年11月30日の状況＞ 

・中岳第一火口において、火映および火口内に湯だまりは観測されていない。 

・火山性微動の振幅は、概ね小さい状態で経過している。 

・火山ガス（二酸化硫黄）の放出量は、やや少ない状態で経過している。 
 

②と③の赤線は回数の積算を示している。⑤～⑦は現地調査の結果を示している。 

火山性微動の振幅が大きい状態では、火山性地震、孤立型微動の回数は計数できなくなっている。 

⑦の湯だまり温度等は赤外放射温度計で計測していたが、2015年６月から赤外熱映像装置により計測している。 
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阿蘇山 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 :2020年６月～2020年11月30日の震源 

 :2010年１月～2020年５月の震源 

図11-1 阿蘇山 震源分布図（広域）（2010年１月～2020年11月30日） 
 

表示している震源には、震源決定時の計算誤差の大きなものが含まれることがある。 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

中岳第一火口 

震央分布図 
南北時空間図 

東西断面図 深さ時系列図 

図11-2 

東西時空間図 
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阿蘇山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 :2020年６月～2020年11月30日の震源 

 :2010年１月～2020年５月の震源 

図11-2 阿蘇山 震源分布図（2010年１月～2020年11月30日） 
  

＜2020年６月～2020年11月30日の状況＞ 

震源が求まった火山性地震は、主に中岳第一火口付近のごく浅い所から深さ１km付近に分布した。 
 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

震央分布図 南北時空間図 

東西断面図 深さ時系列図 

東西時空間図 
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阿蘇山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ：2020年６月～2020年11月30日の震源 

 ：1997年10月～2020年５月31日の震源 

× ：深部低周波地震 

図12 阿蘇山 一元化震源による震源分布図（2010年１月～2020年11月30日） 
 

中岳周辺領域では、「平成28年（2016年）熊本地震」の一連の地震が継続した。 
 

表示している震源には、震源決定時の計算誤差の大きなものが含まれることがある。 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

2020年４月18日から10月23日までの地震について、暫定的に震源精査の基準を変更しているため、 

その前後の期間と比較して微小な地震での震源決定数の変化（増減）が見られる。 

A 

中岳 

A：M-T図と回数積算 

深さ時系列図 

B 

B：M-T図と回数積算 

東西断面図 

震央分布図 
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阿蘇山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図13 阿蘇山 １分間平均振幅の時間変化 

（中岳西山腹観測点南北動成分、2020年６月～2020年11月30日） 
 

＜2020年６月～2020年11月30日の状況＞ 

火山性微動の振幅は、概ね小さい状態で経過した。 
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阿蘇山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図14-1 阿蘇山 GNSS観測による基線長変化（2010年10月～2020年11月30日） 
 

これらの基線は図15の①～⑦に対応している。基線の空白部分は欠測を示している。 

2016年４月 16日以降の基線長は、平成 28年（2016年）熊本地震の影響による変動が大きかったため、この地震に

伴うステップを補正している。 

2016年１月以降のデータについては、解析方法を変更している。 

（国）：国土地理院、（防）：防災科学技術研究所 

2016年１月３日解析開始 

2018年６月１日運用開始 
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阿蘇山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図14-2 阿蘇山 GNSS観測による基線長変化（2018年12月～2020年11月30日） 
 

GNSS連続観測では、深部にマグマだまりがあると考えられている草千里を挟む基線（⑤）において、

７月頃からわずかな縮みの傾向がみられる（青矢印）。 

これらの基線は図15の①～⑦に対応している。図の空白部分は欠測を示す。 

2016年４月 16日以降の基線長は、平成 28年（2016年）熊本地震の影響による変動が大きかったため、この

地震に伴うステップを補正している。 

（国）：国土地理院、（防）：防災科学技術研究所 
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阿蘇山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東西方向(東-UP) 

図15 阿蘇山 GNSS連続観測点と基線番号 
 

小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示す。 
（国）：国土地理院、（防）：防災科学技術研究所 
この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

図16 阿蘇山 傾斜変動（2016年１月～2020年11月30日、時間値、潮汐補正済み） 
 

＜2020年６月～2020年11月30日の状況＞ 

傾斜計では、火山活動に伴う特段の変化は認められない。 

降水の影響 

1.0μrad 

南北方向(北-UP) 
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阿蘇山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

2020年２月21日（晴） 

南阿蘇地域気象観測所：気温14.1℃ 

 

2020年２月21日11時29分 

 

2020年７月21日（曇） 

南阿蘇地域気象観測所：気温28.0℃ 2020年７月21日10時49分 

図17-1 阿蘇山 南阿蘇村吉岡噴気地帯の状況（噴気地帯Ｂを西側から撮影） 
 

噴気地帯Ｂでは、やや活発な噴気活動や地熱活動が続いていることを確認した。 

2019年10月31日10時41分 

 

2019年10月31日（晴） 

南阿蘇地域気象観測所：気温16.5℃ 
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阿蘇山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2020年７月21日（曇）南阿蘇地域気象観測所：気温28.0℃ 

2020年７月21日11時12分 

図17-2 阿蘇山 南阿蘇村吉岡噴気地帯の状況（噴気地帯Ｃを西側から撮影） 
 

噴気地帯Ｃでは、やや活発な噴気活動や地熱活動が続いていることを確認した。2013年頃から 

北東側の噴気活動（赤破線）がやや活発となった。2017年９月以降は、平成28年（2016年） 

熊本地震の後に土砂崩れが発生した影響で、高温の湯（黄破線）が溜まっている。 

2020年２月21日（晴）南阿蘇地域気象観測所：気温12.8℃ 

2020年２月21日11時12分 
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阿蘇山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

 

2012年８月２日撮影 

南阿蘇村 提供 

図18 阿蘇山 南阿蘇村吉岡の噴気地帯位置および図17-1～3の観測位置 

図17-1 

図17-2 
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阿蘇山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図19 阿蘇山 観測点配置図 
 

小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示す。 
（京）：京都大学、（博）：阿蘇火山博物館、（防）：防災科学技術研究所、（国）：国土地理院 
図中の灰色の観測点名は、噴火により障害となった観測点を示している。 
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第 147 回⽕⼭噴⽕予知連絡会  京⼤阿蘇 

  阿蘇⼭ 
 

 
阿蘇⼭・中岳の活動概況 
 

草千⾥のマグマだまりをはさむ測線の基線⻑変化（図１）は 2018 年 12 ⽉半ば以降に短縮から伸びに
転じ、その後ゆるやかな伸張が継続した。この基線変化は 2019 年 8 ⽉以降停滞や伸張を繰り返してい
たが、直近 6 ヶ⽉は短縮している。 
2019 年 4 月 16 日に開始した噴火は、2019 年 7 月下旬から 2020 年 6 月上旬まで断続的な灰放出とし

て継続した。現在は火口底中央部に形成された噴出火孔（191 火孔）からは低温ながらガス放出が継続

しており（図 2）、その見かけ温度は一時的に 100℃を超える程度である（図１、図 3、図 4)。 

地磁気全磁力連続観測の結果では、2018 年 10 月頃から第⼀⽕⼝の地下での消磁に対応する磁場変化

が観測されていたが、2020 年 1 ⽉以降の変化はほぼ横ばいとなり、同年 5 ⽉中旬以降は地中岩⽯の帯
磁に対応する磁場変化となり、現在も継続している(図１，図 6)。   

長周期微動（地震）の発生頻度や振幅は、基線⻑変化に対応するように⼩さくなっていたが 2020 年
9 ⽉からふたたび増加した（図 7）。 

 
 
図 1. 阿蘇⽕⼭・中岳の活動に関する各種データ 

期間は 2013 年 9 ⽉ 1 ⽇から 2020 年 12 ⽉ 2 ⽇。なお、基線⻑変化図には国⼟地理院の GPS デ
ータも使⽤している。 
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第 147 回⽕⼭噴⽕予知連絡会  京⼤阿蘇 

  阿蘇⼭ 
 

 

阿蘇中岳第一火口の変遷(2020 年 6 月〜2020 年 11 月) 

6 ⽉下旬以降灰放出は観測されていない。しかし 6 ⽉中旬〜7 月中旬の豪雨の後も湯だまりは復活して

いない。10 月になり火孔底面南側からのガス放出が多くなり、10 月 29 日には 191 火孔の南側噴気孔の

温度が 200℃を超えた。しかし温度は 10 月 31 日には低下し、現在は 50℃前後で推移している。 

  

  

  

 

図 2：中岳第一火口北側の B カメラから撮

影した火口底の様子．赤丸は目印の巨石．10

月になり火孔底面南側（201004 の黄色丸）

からのガス放出が増大した。 

なお、観測、撮影は阿蘇火山防災会議協

議会の協力のもと実施されている。 
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第 147 回⽕⼭噴⽕予知連絡会  京⼤阿蘇 

  阿蘇⼭ 

阿蘇中岳第⼀⽕⼝の熱状態 

 
図 3：上段：南壁の温度（⿊）と放熱量（⾚）、中段：⽕⼝底の⽕孔の温度（⿊）と湯だまりの

温度（⾚）、下段：気象庁による⼆酸化硫⻩放出量 
 
第⼀⽕⼝の中央部に形成された 191 ⽕孔は、2019 年 10 ⽉〜11 ⽉および 2020 年 2 ⽉には

500 度以上の状態にあり、この時期には⽕映や⽕炎が観測されていた。2020 年 5 ⽉にも⽕
孔温度が 400℃を越え、⽕炎も観測されていた。しかし、5 ⽉ 15~16 ⽇の降⾬（130mm＠
阿蘇⼄姫）の後に⽕孔温度が約 300℃に低下し、それ以降に⽕炎は観測されていない。さら
に 6 ⽉ 11 ⽇からの⾬（5 ⽇間で 400mm＠阿蘇⼄姫）の後は、⼤幅に温度が低下している
（約 60℃）。しかし、7 ⽉の⼤⾬の後でも湯だまりを形成するには⾄っていない。 
⼀⽅、南壁の温度は 2019 年 4 ⽉ 16 ⽇の噴⽕以降、約 350℃から約 60℃まで低下の⼀途

をたどっていたが、2020 年 1 ⽉に上昇に転じ 9 ⽉には 200℃を超えた。しかし、その後下
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  阿蘇⼭ 

降に転じ、現在の表⾯温度は約 150℃である。 
2020 年 10 月以降、191 火孔や南壁以外からのガス放出量が多くなり、10 月 29 日には 191

火孔の南側噴気孔（図 4右の弱い熱異常領域）の温度が 200℃を超えた。しかしその温度は

10 月 31 には低下し、現在は 100℃以下で推移している。 

 

 

 
 
 

図 4：ドローン観測による可視オルソ画像（左）と熱⾚外映像のオルソ画像（右）。 
2020 年 8 ⽉ 18 ⽇撮影。 

 
8 ⽉ 18 ⽇に中岳⽕⼝においてドローン熱観測を実施した。その結果 191 ⽕孔の温度はと

きおり 100℃を超える程度で南壁の最⾼温度は約 200℃であった。また図 4 右のオルソ画
像（空間分解能 1 m/pix）に⾒られるように、露出した⽕⼝底⾯南側 1/4 ほどのエリア
（⻩⾊四⾓の部分）が弱い熱異常を⽰しており 100℃を超えるところもあった。この領域
のガス放出が 10 ⽉になって増⼤し、温度も⼀時的に 200℃を超えた。 
 
 

191 ⽕孔 
 

南壁 
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阿蘇⼭ 

阿蘇⼭における地磁気全磁⼒連続観測結果（2018 年 7 ⽉〜2020 年 12 ⽉） 

阿蘇中岳⽕⼝周辺のプロトン磁⼒計を⽤い
た地磁気連続観測点（図 1）で得られた、2018
年 7 ⽉から 2020 年 12 ⽉までの地磁気全磁
⼒時間変化の観測結果を図 2 に⽰す。2020
年 1 ⽉頃まで第⼀⽕⼝の南⻄ C1、W1 で磁
場減少、北⻄ C3 で増加（第⼀⽕⼝地下で消
磁が進⾏していることを⽰唆）の傾向が⾒ら
れたが、2020 年 1 ⽉以降変化は横ばいとな
り 5 ⽉中旬頃以降は C3 で全磁⼒減少、C1、
W1 で増加のトレンドに変わった。これは地
中岩⽯の帯磁を⽰唆するセンスであり、⼭活

動の鎮静化に伴い 2020 年 5 ⽉から冷却が始まった事を⽰唆する。2020 年 6 ⽉から 12 ⽉
までの半年間における全磁⼒変化量は、C1 で約 0.9nT、W1 で約 0.6nT の増加、C3 で約
0.7nT の減少で、2014 年 11 ⽉から始まった噴⽕活動が⼀旦静穏化した 2017 年中旬から
の帯磁センスの変化と同程度と⾔える。 

 

図 5 中岳⽕⼝周辺の地磁気連続観測点 

 
図 6  2018 年 7 ⽉〜2020 年 12 ⽉の期間における地磁気全磁⼒時間変化 
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  阿蘇⼭ 
 

 
阿蘇⼭・中岳における基線⻑変化と微動の発⽣状況(2004~2020.12) 
 
草千⾥のマグマだまりをはさむ測線の基線⻑変化は 2018 年 12 ⽉半ば以降に短縮から伸びに転じ、そ

の後に停滞とゆるやかな伸張を繰り返していたが、2020 年 6 ⽉以降は 0701-HOND でも明瞭な短縮が
観測されている。この基線長変化に対応するように、2020 年 1 月以降に、短周期微動(10Hz)および長

周期微動（LPT）の振幅がともに小さくなっている。 

 

   
図 7. 阿蘇⽕⼭・中岳における基線⻑変化と微動と⻑周期地震の振幅 

期間は 2004 年 1 ⽉ 1 ⽇から 2020 年 12 ⽉ 2 ⽇（⼀部データ⽋落）。熊本地震によるステップを
補正。なお、基線⻑変化図には国⼟地理院および防災科技研の GPS データも使⽤している。 
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  阿蘇⼭ 
 

 
本堂観測坑道で観測された地殻変動と⻑周期微動（地震）の積算振幅 
 

阿蘇中岳第一火口では、2019 年 7 月 28 日に始まった灰放出が、2020 年 5 月 20 日までほぼ連続的に

発生した。本堂観測坑道では、この灰放出直前から、伸縮計の火口方向成分（E3）の伸びの変動が捉え

られている(図 8)。この伸びは、火口方向沈降の傾斜変動とともに 2020 年 2 月まで観測された。このこ

とは、灰放出の期間中に、火口直下のクラックの下部にマグマが供給され続けていたことを示している。

灰噴火が終了した 2020 年 6 月 11 日から 7 月 14 日にかけての大雨によりアメダス阿蘇乙姫では 1890mm

の雨量を記録した。この期間に本堂観測坑道では火口方向が約 2μradian 隆起する傾斜変動が捉えられ

た。 

 

 
図 8. 中岳の第⼀⽕⼝から南⻄ 800ｍに位置する本堂観測坑道に設置された、伸縮計、⽔管傾斜計、広

帯域地震計の記録。上段：地殻変動とアメダス阿蘇⼄姫における降⽔量。下段：⻑周期微動の A-
T 図と積算振幅の時系列。 
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第 147 回火山噴火予知連絡会  防災科学技術研究所 

阿蘇山 

阿蘇山の火山活動について 

 
この地図の作成にあたっては、国土地理院発行の 

数値地図 50ｍメッシュ（標高）を使用した。 

 

ASIV=地震計 (短周期・広帯域)、傾斜計、気圧計、温度計、雨量計、GNSS 

ASHV=地震計 (短周期・広帯域)、傾斜計、気圧計、温度計、雨量計、GNSS 

ASNV=地震計 (短周期・広帯域)、傾斜計、気圧計、温度計、雨量計、GNSS 

ASTV=地震計 (短周期・広帯域)、傾斜計、気圧計、温度計、雨量計、GNSS 

資料概要 

○ 地震活動と地殻変動 

2019 年 1 月頃から 12 月頃にかけて阿蘇山中岳を挟む GNSS 観測点間において、基線長の伸び

がみられたが現在は停滞している（図１）。傾斜計記録（図３）において、火山活動によると考

えられる明瞭な変動は認められない。阿蘇山で発生している超長周期地震の活動は、2020 年 4

月頃から低下傾向にある（図４）。 
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  阿蘇山 

阿蘇山中岳を挟む GNSS 観測点間の基線長変化 

 

 
図 1 GNSS 観測点間の基線長変化。 

2016 年 5月 1日～2020 年 10 月 15日 

 

0701、0703 は国土地理院 GEONET 観測点。本解析には国土地理院のデータを使用した。 
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  阿蘇山 

防災科学技術研究所 GNSS 観測点及び国土地理院 GEONET で得られた、 

2019 年 10月 1日-2020 年 9月 30日の地殻変動【清和（0466）固定】 

 
図 2  阿蘇山周辺 V-net 観測点及び国土地理院 GEONET 観測点の GNSS 解析結果。 

本解析には国土地理院のデータを使用した。この地図の作成にあたっては、国土地理院発行

の数値地図 50ｍメッシュ（標高）を使用した。 

（上段：水平成分、下段：上下成分） 
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  阿蘇山 

 

 

図 3 阿蘇山の傾斜変動  
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  阿蘇山 

阿蘇山における超長周期イベントの活動度変化 

 
図 4 (a) 1 日ごとの超長周期イベント数。(b) テンプレートイベントと各イベントの振幅

比の時間変化。最大振幅を利用。(c) 1 日ごとの相対振幅の積算値。 

2014 年 1月 1日～2020 年 12 月 3日 
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  阿蘇山 

超長周期イベントの解析に使用した観測点の配置 

 
図 5 超長周期イベントの解析に使用した防災科研 F-net の観測点配置 
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阿蘇山

阿蘇山周辺の各観測局情報

阿蘇山周辺GEONET(電子基準点等)による連続観測基線図　

阿蘇山

国土地理院・気象庁第１４７回火山噴火予知連絡会

阿蘇山を取り囲む基線では、顕著な地殻変動は観測されていません。

32°55’

32°50’

’01°131’50°131’00°131

中岳

960701
長陽

960703
阿蘇

960704
高森

J820
草千里

J821
砂千里浜

J822
仙酔峡

J823
古坊中

9
7

6

5
3

12

2

84

10

1

11

0 4㎞

点番号 点名 日付 保守内容
960701 長陽 20171219 伐採
960703 阿蘇 20171219 伐採

20191128 受信機交換
960704 高森 20170115 受信機交換
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阿蘇山※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

国土地理院・気象庁

（注）平成28年熊本地震の影響を受けています。

第１４７回火山噴火予知連絡会

基線変化グラフ（長期） 基線変化グラフ（短期）

●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解] 国土地理院・気象庁

2017/12/19 伐採
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阿蘇山※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

国土地理院・気象庁

（注）平成28年熊本地震の影響を受けています。

第１４７回火山噴火予知連絡会

基線変化グラフ（長期） 基線変化グラフ（短期）

●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解] 国土地理院・気象庁
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(8) 古坊中(J823)→砂千里浜(J821)　斜距離 基準値：1645.570ｍ
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(10) 砂千里浜(J821)→仙酔峡(J825)　斜距離 基準値：2805.161ｍ
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(11) 砂千里浜(J821)→高森(960704)　斜距離 基準値：5204.233ｍ
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阿蘇山

阿蘇山周辺の地殻変動（水平：１年）

阿蘇山周辺の地殻変動（水平：３か月）　

国土地理院・気象庁・防災科学技術研究所第１４７回火山噴火予知連絡会

基準期間:2020/07/31～2020/08/09[F3:最終解]
比較期間:2020/10/31～2020/11/09[R3:速報解]

固定局:北方(960711) 国土地理院・気象庁・防災科学技術研究所

32°55’

32°50’

’01°131’50°131’00°131

960701
長陽

960703
阿蘇

960704
高森

J821
砂千里浜

J823
古坊中

J824
草千里

J825
仙酔峡

1㎝

基準期間:2019/10/31～2019/11/09[F3:最終解]
比較期間:2020/10/31～2020/11/09[R3:速報解]

固定局:北方(960711) 国土地理院・気象庁・防災科学技術研究所
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国土地理院第１４７回火山噴火予知連絡会

阿蘇山

* U：高分解能(3m)モード
H：高分解能(6m)モード

阿蘇山のSAR干渉解析結果について

(a) 2020/06/08-2020/08/17

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

(b) 2019/09/06-2020/09/04

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

◎ 国土地理院GNSS観測点
○ 国土地理院以外のGNSS観測点

背景：地理院地図標準地図・陰影起伏図・傾斜量図

ノイズレベルを超える変動は見られません。

(a) (b)
衛星名 ALOS-2 ALOS-2

観測日時

2020/06/08
2020/08/17

12:19頃
(70日間)

2019/09/06
2020/09/04

0:12頃
(364日間)

衛星進行方向 南行 北行
電波照射方向 右(西) 右(東)
観測モード* U-U H-H
入射角 35.3° 35.1°
偏波 HH HH

垂直基線長 + 137m - 110m

衛星進行方向

電波照射方向

衛星進行方向

電波照射方向
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第 147回火山噴火予知連絡会                                     気象庁 

 
雲仙岳 

雲 仙 岳 （2020年 11月 30日現在） 

 

 

○ 概況（2020年６月～11月 30日） 

・噴煙など表面現象の状況（図１～３、図４-①③⑤） 

白色の噴気が時々観測され、最高で噴気孔上 400ｍまで上がった。 

11月16日及び17日に実施した現地調査では、赤外熱映像装置による観測で平成新山の複数

の箇所に地熱域がみられたが、前回の観測と比較して地熱域の分布や温度に特段の変化はみら

れなかった。また、平成新山の山頂付近から弱い噴気が上がっているのを確認した。 

 

・地震、微動の発生状況（図４-②④⑥、図５、図６） 

火山性地震は時々発生した。震源は主に、普賢岳から平成新山付近の浅いところから深さ約

２km付近に分布した。 

2010 年頃から普賢岳から平成新山付近の深さ概ね１～２km を震源とする火山性地震が時々

発生している。 

火山性微動は2006年11月以降、観測されていない。 

 

・地殻変動の状況（図７～図９） 

GNSS連続観測及び傾斜計では、火山活動によると考えられる特段の変化は認められなかった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  

火山活動に特段の変化はなく、噴火の兆候は認められない。 

2010年頃から普賢岳から平成新山付近の深さ概ね１～２kmを震源とする火山性地震が時々発

生しているので、今後の火山活動の推移に留意が必要である。 

この資料は気象庁のほか、国土地理院、九州地方整備局（長崎県経由）、九州大学及び国立研究開発法人防災科学技術

研究所のデータを利用して作成した。 
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第 147回火山噴火予知連絡会                                     気象庁 

 
雲仙岳 

図１ 雲仙岳 噴気の状況（９月24日、野岳監視カメラによる） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

噴気 

図２ 地表面温度分布および可視画像の撮影位置（ ）と方向（  ） 

 

仁田峠第２駐車場 

（図3-2撮影位置） 

 

普賢岳山頂 

（図3-1撮影位置） 

新大野木場 

（図3-3撮影位置） 

 

地理院地図 
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第 147回火山噴火予知連絡会                                     気象庁 

 
雲仙岳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図3-1 赤外熱映像装置による平成新山の地表面温度分布および可視画像（普賢岳山頂から観測） 
 

・前回（2018年10月17日）の観測と同様に、平成新山の山頂部に複数箇所に地熱域（図中赤丸）

がみられたが、地熱域の分布や温度に特段の変化はみられなかった。 

・山頂付近から弱い噴気が上がっているのを確認した。 

2020年11月17日（晴、気温：15.2℃） 2020年11月17日14時54分 
 

2018月10月17日（晴、気温:12.6℃） 

2018月10月17日16時15分 
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第 147回火山噴火予知連絡会                                     気象庁 

 
雲仙岳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

2020年11月16日（曇、気温：20.0℃） 2020年11月16日16時57分 

2018年10月16日（晴、気温：22.4℃） 2018年10月16日17時14分 

2020年11月16日15時29分 

2020年１月31日（曇、気温：3.1℃） 2020年１月31日11時25分 

2020年11月16日（曇、気温：16.3℃） 

図3-3 赤外熱映像装置による平成新山の地表面温度分布および可視画像（新大野木場から観測） 
 

・前回（2018年10月17日）の観測と同様に、山頂付近（黄色枠内）の複数箇所に地熱域がみられ

たが、地熱域の分布や温度に特段の変化はみられなかった。 

・山頂付近から弱い噴気が上がっているのを確認した。 

図3-2 赤外熱映像装置による平成新山の地表面温度分布および可視画像（仁田峠第２展望台から観測） 
 

・前回（１月31日）の観測と同様に、山頂付近に複数の地熱域（図中赤丸）がみられたが、地熱域の分

布や温度に特段の変化はみられなかった。 

・山頂付近から弱い噴気が上がっているのを確認した。 
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第 147回火山噴火予知連絡会                                     気象庁 

 
雲仙岳 

 

 

 

 

  

図４ 雲仙岳 火山活動経過図（1989年１月～2020年11月30日） 
 

＜2020年６月～11月30日の状況＞ 

・白色の噴気が時々観測され、最高で噴気孔上400ｍまで上がった。 

・火山性地震は時々発生した。 

・火山性微動は2006年11月以降、観測されていない。 

・2010 年頃から普賢岳から平成新山付近の深さ概ね１～２km を震源とする火山性地震が時々発

生している。 
 

火山性地震の回数については、2012年８月31日までは矢岳南西山腹の計数基準（上下動５μm/s以上）

で計数している。 

灰色部分は監視カメラ障害による欠測を示している。 

④の赤線は地震回数の積算を示している。 

400 
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雲仙岳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 領域Ⅰ 領域Ⅱ 領域Ⅲ 

地震回数 ７ 70 ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

：2020年６月１日～11月30日 

：2010年１月１日～2020年５月31日 

図5-1 雲仙岳 震源分布図（普賢岳・平成新山付近の震源）（2010年１月～2020年11月30日） 
 

＜2020年６月～11月30日の状況＞ 

普賢岳から平成新山付近を震央とする地震は、深さ０km付近（領域Ⅰ）、深さ約１km付近（領域Ⅱ）

及び深さ約２km付近（領域Ⅲ）に分布した。 
 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 
 

平成新山 

領域Ⅰ 

領域Ⅱ 

領域Ⅲ 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ 

震央分布図 時空間分布図（南北断面） 

深さ時系列図 

時空間分布図（東西断面） 

東西断面図 

2017 

2016 

2015 

2014 

2013 

2012 

2011 

2010 

2018 

W E 

2019 

普賢岳 

2020 

2020 

2020 
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第 147回火山噴火予知連絡会                                     気象庁 

 
雲仙岳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図5-2 雲仙岳 震源分布図（広域）（2010年１月～2020年11月30日） 
 

＜2020年６月～11月30日の状況＞ 

震源は、普賢岳から平成新山直下のほかに、橘湾付近の深さ 12km付近に分布した。 
 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

図5-1の範囲 

震央分布図 時空間分布図（南北断面） 

深さ時系列図 

時空間分布図（東西断面） 

東西断面図 

普賢岳 平成新山 

：2020年６月１日～11月30日 

：2010年１月１日～2020年５月31日 

W E 

2017 

2016 

2015 

2014 

2013 

2012 

2011 

2010 

2018 

橘湾 

2020 

2020 

2019 

2020 
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雲仙岳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

震央分布図 

東西断面図 深さ時系列図 

Ｃ：M-T図と回数積算 

Ｂ：M-T図と回数積算 

Ｃ：M-T図と回数積算 

平成新山 

Ａ 
Ｂ Ｃ 

○：2020年６月１日～11月30日の震源         ×：2020年６月１日～11月30日の低周波震源 

○：2005年１月１日～2020年５月31日の震源     ×：2005年１月１日～2020年５月31日の低周波震源 

図６ 雲仙岳 一元化震源による震源分布図（2005年１月～2020年11月30日） 
 

＜2005年６月～11月30日の状況＞ 

Ｃ領域中の普賢岳から平成新山の浅部では、2009 年頃までは地震の発生は少なかったが、2010

年以降は定常的に発生している。 
 

表示している震源には、計算誤差の大きいものが含まれることがある。 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

2020年４月18日から10月23日までの地震について、暫定的に震源精査の基準を変更しているため、 

その前後の期間と比較して微小な地震での震源決定数の変化（増減）が見られる 
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雲仙岳 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図７ 雲仙岳 GNSS連続観測による基線長変化（2010年10月～2020年11月30日） 
 

GNSS連続観測では、火山活動によると考えられる特段の変化は認められなかった。 
 

この基線は図９の①～⑦に対応している。 

基線④については、国土地理院の解析結果（F3解及びR3解）を使用している。 

基線の空白部分は欠測を示している。 

2016年１月以降のデータについては、解析方法を変更している。 

2016年４月16日以降の基線長は、平成28年（2016年）熊本地震の影響による変動が大きかったため、 

この地震に伴うステップを補正している。 

（国）：国土地理院 

「平成28年（2016年）熊本地震」 

垂木台地の 

樹木伐採 

 

2016年１月１日解析開始 

2016年１月１日解析開始 

2016年１月１日解析開始 
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第 147回火山噴火予知連絡会                                     気象庁 

 
雲仙岳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図８ 雲仙岳 傾斜変動（2018年１月～2020年11月30日、時間値、潮汐補正済み） 
 

＜2020年６月～11月30日の状況＞ 

傾斜計では、火山活動によると考えられる特段の変化は認められなかった。 

 

 

10μrad. 

国見岳北山腹：南北(北－UP) 

国見岳北山腹：東西(東－UP) 

図９ 雲仙岳 GNSS連続観測点と基線番号 
 

小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示している。 
（国）：国土地理院 

鳥甲山北山腹：南北(北－UP) 

鳥甲山北山腹：東西(東－UP) 
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第 147回火山噴火予知連絡会                                     気象庁 

 
雲仙岳 

図10 雲仙岳 観測点配置図 
 

小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示している。 
（国）：国土地理院、（九地）：九州地方整備局、（九）：九州大学、（防）：防災科学技術研究所 
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第 147 回火山噴火予知連絡会資料               九大地震火山観測研究センター 

                                 雲仙岳 

平成新山ドームの噴気ガスの温度変化 
 

 
●平成新山溶岩尖頂（Spine）の
周辺の噴気ガスの温度は順調に
低下して 2011 年には摂氏 100
度を切った，各点とも 5～10 度
程度の温度変化を示しながら
も，大局的には横ばい状態であ
る．2020 年 11 月 の測定での
最高温度は E 地点（溶岩尖頂西
側の根元）の摂氏 93.0 度であっ
た．  
 
●臭気について最近はほとんど
無臭である． 
 
●普段は立入していない第 11
ローブの湧き出し口付近では，
高温の刺激臭がある噴気が数ヶ
所観測されており，2013 年 11
月の測定では最高 196 度であっ
た．周囲は硫黄の昇華物が見ら
れていた．2015 年 11 月の測定
では 164.9 度とまだ高い状態が
続いている． 
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第147回火山噴火予知連絡会 九州大学地震火山観測研究センター＊

              雲仙火山における地下水観測

（2005年5月以降の月間総雨量は気象庁アメダス島原を使用）
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地震火山観測研究センター・島原観測所温泉観測井(SHV観測井)における月平均水位・月平均水温・月間総
雨量の観測結果

地震火山観測研究センター・島原観測所温泉観測井(SHV観測井)は，構内の標高
47.9mの場所に設置された深さ365mの坑井である．全長にわたり，ケーシングパイプが
挿入されており，255～355m間にはストレーナーが配置されている．水圧式水位計を地
表から30.5m，水晶温度計を329mの深さに設置している．

当観測井の地下水位は，時差2ヶ月・半減期12ヶ月の実効雨量（雲仙岳）と正の相関
が強いことがわかっている（回帰期間：1998年1月～1999年12月）．

（基準面は標高17.4m）

＊福井理作・清水　洋・太田一也 雲仙岳
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第 147 回火山噴火予知連絡会 防災科学技術研究所 

雲仙岳

雲仙岳の火山活動について 

この地図の作成にあたっては、国土地理院発行の 

数値地図 50ｍメッシュ（標高）を使用した。 

UNNV=地震計 (短周期・広帯域)、傾斜計、気圧計、温度計、雨量計、GNSS 

UNSV=地震計 (短周期・広帯域)、傾斜計、気圧計、温度計、雨量計、GNSS 

UNMV=地震計 (短周期・広帯域)、傾斜計、気圧計、温度計、雨量計、GNSS 

資料概要 

○ 地殻変動

GNSS 観測結果と傾斜計データには、火山活動に関わる明瞭な地殻変動は認められない。
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第 147 回火山噴火予知連絡会 防災科学技術研究所 

雲仙岳 

図１ 雲仙岳の傾斜変動 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 防災科学技術研究所 

雲仙岳 

防災科学技術研究所 GNSS 観測点及び国土地理院 GEONET で得られた、 

2019 年 10 月 1 日－2020 年 9 月 30 日の地殻変動【愛野（0693）固定】 

図 2 雲仙岳の GNSS 解析結果ベクトル図. 

（上段：水平成分、下段：上下成分） 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 防災科学技術研究所 

雲仙岳 

図 3 防災科研 3 観測点(西有家, 猿葉山, 南串山)間の基線長変化. 

2014/4/1～2020/09/30 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 防災科学技術研究所 

雲仙岳 
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雲仙岳※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

雲仙岳

雲仙岳周辺GEONET(電子基準点等)による連続観測基線図

国土地理院

2020年７月頃から一部の基線でわずかな伸びが見られます。

第１４７回火山噴火予知連絡会

●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解] 国土地理院

基線変化グラフ（長期） 基線変化グラフ（短期）
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国土地理院第１４７回火山噴火予知連絡会

雲仙岳

衛星進行方向

電波照射方向

雲仙岳のSAR干渉解析結果について

(a) 2019/06/05-2020/06/03

(a)(c)では、平成新山周辺で収縮とみられる衛星から遠ざかる変動が見られます。
(b)(d)では、ノイズレベルを超える変動は見られません。

(b) 2020/02/26-2020/06/03

(c) 2019/09/02-2020/08/31

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

(d) 2020/06/22-2020/08/31

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

背景：地理院地図標準地図・陰影起伏図・傾斜量図

衛星進行方向

電波照射方向

衛星進行方向

電波照射方向

衛星進行方向

電波照射方向
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国土地理院第１４７回火山噴火予知連絡会

雲仙岳

(a) (b) (c) (d)
衛星名 ALOS-2 ALOS-2 ALOS-2 ALOS-2

観測日時

2019/06/05 
2020/06/03

0:19頃
(364日間)

2020/02/26
2020/06/03 

0:19頃
(98日間)

2019/09/02
2020/08/31  

12:19頃
(364日間)

2020/06/22  
2020/08/31

12:19頃
(70日間)

衛星進行方向 北行 北行 南行 南行
電波照射方向 右(東) 右(東) 右(西) 右(西)
観測モード* U-U U-U U-U U-U
入射角 40.7° 40.7° 40.1° 40.1°
偏波 HH HH HH HH

垂直基線長 + 45 m - 76 m + 77 m - 117 m
* U：高分解能(3m)モード
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　第147回火山噴火予知連絡会 京大防災研究所

開聞岳における地震活動の推移

 

開聞岳における火山性地震の発生回数
(2020年11月30日まで)
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16/9/20-10/25 欠測, 16/10/26以降開聞GPS観測室にて観測再開

16/10/26以降開聞GPS観測室にて観測再開
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　第147回火山噴火予知連絡会 京大防災研究所

中之島における地震活動の推移

 

中之島における火山性地震の発生回数
(2020年11月30日まで)
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第１４７回火山噴火予知連絡会 国土地理院

１回目 ２回目

2019/05/26 2020/05/24 364 北行 右 変動なし

2020/02/16 2020/05/24 98 北行 右 変動なし

2020/03/11 2020/06/17 98 南行 右 変動なし

2019/03/13 2020/08/26 532 南行 右 干渉不良

2020/06/17 2020/08/26 70 南行 右 変動なし

2019/09/15 2020/09/13 364 北行 右 変動なし ○

2020/03/02 2020/06/08 98 南行 右 変動なし

2019/06/14 2020/06/12 364 北行 右 変動なし

2020/03/06 2020/06/12 98 北行 右 変動なし

2019/08/04 2020/08/02 364 北行 右 変動なし ○

2019/08/19 2020/08/17 364 南行 右 変動なし

2020/06/08 2020/08/17 70 南行 右 変動なし ○

2020/02/17 2020/05/25 98 南行 右 変動なし

2019/05/31 2020/05/29 364 北行 右 変動なし

2020/02/21 2020/05/29 98 北行 右 変動なし

2020/03/25 2020/07/01 98 南行 右 変動なし

2018/10/29 2020/08/03 644 南行 右 変動なし

2020/05/25 2020/08/03 70 南行 右 変動なし

2019/09/11 2020/09/09 364 南行 右 変動なし

2020/07/01 2020/09/09 70 南行 右 変動なし ○

2019/09/20 2020/09/18 364 北行 右 変動なし ○

2020/02/17 2020/05/25 98 南行 右 変動なし

2019/05/31 2020/05/29 364 北行 右 変動なし

2020/02/21 2020/05/29 98 北行 右 変動なし

2020/03/02 2020/06/08 98 南行 右 変動なし

2018/10/29 2020/08/03 644 南行 右 変動なし

2020/05/25 2020/08/03 70 南行 右 変動なし

2019/08/19 2020/08/17 364 南行 右 変動なし

2020/06/08 2020/08/17 70 南行 右 変動なし ○

2019/09/20 2020/09/18 364 北行 右 変動なし ○

2019/05/31 2020/05/29 364 北行 右 変動なし

2020/02/21 2020/05/29 98 北行 右 変動なし

2020/03/02 2020/06/08 98 南行 右 変動なし

2019/08/19 2020/08/17 364 南行 右 変動なし

2020/06/08 2020/08/17 70 南行 右 変動なし ○

2019/09/06 2020/09/04 364 北行 右 変動なし ○

2019/06/05 2020/06/03 364 北行 右
平成新山周辺で収縮とみられる衛星から遠ざか
る変動が見られます。

○

2020/02/26 2020/06/03 98 北行 右 変動なし ○

2020/03/16 2020/06/22 98 南行 右 変動なし

2018/08/10 2020/08/07 728 北行 右
平成新山周辺で収縮とみられる衛星から遠ざか
る変動が見られます。

2019/09/02 2020/08/31 364 南行 右
平成新山周辺で収縮とみられる衛星から遠ざか
る変動が見られます。

○

2020/06/22 2020/08/31 70 南行 右 変動なし ○

2019/05/08 2020/05/06 364 北行 右 変動なし

2020/01/29 2020/05/06 98 北行 右 変動なし

2019/06/24 2020/06/22 364 北行 右 変動なし

2020/03/16 2020/06/22 98 北行 右 変動なし

2019/11/30 2020/06/27 210 南行 右 変動なし

2018/08/15 2020/08/12 728 北行 右 変動なし ○

2019/09/07 2020/09/05 364 南行 右 変動なし

2020/06/27 2020/09/05 70 南行 右 変動なし ○

三瓶山

阿武火山群

鶴見岳・
伽藍岳・
由布岳

「だいち2号」SAR干渉解析判読結果　（中国・九州地方及び南西諸島）
観測日

期間
[日]

衛星
進行
方向

観測
方向

地
方 活火山名

判読結果
変動なし：ノイズレベルを超える変動は見られません。
干渉不良：干渉不良により有意な結果は得られていません。

資料

中
国
・
九
州
・
南
西
諸
島

九重山

阿蘇山

雲仙岳

福江火山群
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１回目 ２回目

「だいち2号」SAR干渉解析判読結果　（中国・九州地方及び南西諸島）
観測日

期間
[日]

衛星
進行
方向

観測
方向

地
方 活火山名

判読結果
変動なし：ノイズレベルを超える変動は見られません。
干渉不良：干渉不良により有意な結果は得られていません。

資料

2019/05/17 2020/05/15 364 北行 右

新燃岳北西斜面で衛星から遠ざかる変動が見
られます。
新燃岳火口内北側で複雑な変動が見られま
す。

2020/02/07 2020/05/15 98 北行 右
新燃岳火口内北西側を中心として衛星から遠ざ
かる変動が見られます。新燃岳火口内北側縁
部で衛星に近づく変動が見られます。

2020/03/02 2020/06/08 98 南行 右
新燃岳火口内北西側を中心として衛星から遠ざ
かる変動が見られます。新燃岳火口内北側縁
部で衛星に近づく変動が見られます。

○

2019/06/19 2020/06/17 364 北行 右
新燃岳北西斜面で衛星から遠ざかる変動が見
られます。新燃岳火口内北側で複雑な変動が
見られます。

2020/03/11 2020/06/17 98 北行 右
新燃岳火口内北西側を中心として衛星から遠ざ
かる変動が見られます。新燃岳火口内北側縁
部で衛星に近づく変動が見られます。

○

2019/08/19 2020/08/17 364 南行 右
新燃岳北西斜面で衛星から遠ざかる変動が見
られます。

2020/06/08 2020/08/17 70 南行 右
新燃岳火口内北西側を中心として衛星から遠ざ
かる変動が見られます。

○

2019/08/23 2020/08/21 364 北行 右 変動なし

2019/06/05 2020/06/03 364 北行 右 変動なし

2020/02/26 2020/06/03 98 北行 右 変動なし

2020/03/02 2020/06/08 98 南行 右 変動なし

2018/08/10 2020/08/07 728 北行 右 変動なし

2019/08/19 2020/08/17 364 南行 右 変動なし

2020/06/08 2020/08/17 70 南行 右 変動なし ○

2019/08/23 2020/08/21 364 北行 右 変動なし ○

2019/06/05 2020/06/03 364 北行 右 変動なし

2020/02/26 2020/06/03 98 北行 右 変動なし

2020/03/02 2020/06/08 98 南行 右 変動なし

2019/06/19 2020/06/17 364 北行 右 変動なし

2020/03/11 2020/06/17 98 北行 右 変動なし

2019/08/19 2020/08/17 364 南行 右 変動なし

2020/06/08 2020/08/17 70 南行 右 変動なし ○

2019/08/23 2020/08/21 364 北行 右 変動なし ○

2019/06/05 2020/06/03 364 北行 右 変動なし

2020/02/26 2020/06/03 98 北行 右 変動なし

2020/03/02 2020/06/08 98 南行 右 変動なし

2018/08/10 2020/08/07 728 北行 右 変動なし ○

2019/08/19 2020/08/17 364 南行 右 変動なし

2020/06/08 2020/08/17 70 南行 右 変動なし ○

2019/06/05 2020/06/03 364 北行 右 変動なし

2020/02/26 2020/06/03 98 北行 右 変動なし

2020/03/02 2020/06/08 98 南行 右 変動なし（一部干渉不良）

2018/08/10 2020/08/07 728 北行 右 変動なし ○

2019/08/19 2020/08/17 364 南行 右 変動なし

2020/06/08 2020/08/17 70 南行 右 変動なし ○

中
国
・
九
州
・
南
西
諸
島

霧島山

米丸・
住吉池

桜島

池田・
山川・
開聞岳

薩摩硫黄島
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第１４７回火山噴火予知連絡会 国土地理院

１回目 ２回目

「だいち2号」SAR干渉解析判読結果　（中国・九州地方及び南西諸島）
観測日

期間
[日]

衛星
進行
方向

観測
方向

地
方 活火山名

判読結果
変動なし：ノイズレベルを超える変動は見られません。
干渉不良：干渉不良により有意な結果は得られていません。

資料

2019/05/22 2020/05/20 364 北行 右
新岳火口周辺で火砕物の堆積とみられる非干
渉領域が見られます。

2020/02/12 2020/05/20 98 北行 右 変動なし

2020/03/02 2020/06/08 98 南行 右 変動なし

2019/08/19 2020/08/17 364 南行 右 変動なし

2020/06/08 2020/08/17 70 南行 右 変動なし ○

2019/09/11 2020/09/09 364 北行 右 変動なし ○

2019/05/22 2020/05/20 364 北行 右 変動なし

2020/02/12 2020/05/20 98 北行 右 変動なし

2020/03/16 2020/06/22 98 南行 右 変動なし（一部干渉不良）

2018/08/29 2020/08/26 728 北行 右 変動なし ○

2019/09/02 2020/08/31 364 南行 右 変動なし

2020/06/22 2020/08/31 70 南行 右 変動なし ○

2019/05/08 2020/05/06 364 北行 右 変動なし

2020/01/29 2020/05/06 98 北行 右 変動なし

2020/03/16 2020/06/22 98 南行 右 変動なし（一部干渉不良）

2018/08/29 2020/08/26 728 北行 右 変動なし ○

2019/09/02 2020/08/31 364 南行 右 変動なし

2020/06/22 2020/08/31 70 南行 右 変動なし ○

2019/05/08 2020/05/06 364 北行 右 変動なし

2020/01/29 2020/05/06 98 北行 右 変動なし

2019/06/24 2020/06/22 364 北行 右 変動なし

2020/03/16 2020/06/22 98 南行 右 変動なし

2020/03/16 2020/06/22 98 北行 右 変動なし

2019/08/14 2020/08/12 364 北行 右 変動なし

2018/08/29 2020/08/26 728 北行 右 変動なし ○

2019/09/02 2020/08/31 364 南行 右 変動なし

2020/06/22 2020/08/31 70 南行 右 変動なし ○

2019/05/13 2020/05/11 364 北行 右 変動なし

2019/10/28 2020/05/11 196 北行 右 変動なし

2020/03/07 2020/06/13 98 南行 右 変動なし

2019/06/29 2020/06/27 364 北行 右 変動なし

2019/12/14 2020/06/27 196 北行 右 変動なし

2019/08/19 2020/08/17 364 北行 右 変動なし ○

2019/08/24 2020/08/22 364 南行 右 変動なし

2020/06/13 2020/08/22 70 南行 右 変動なし ○

中
国
・
九
州
・
南
西
諸
島

口之島

中之島

諏訪之瀬島

硫黄鳥島

口永良部島

95


	目次
	513_01_気象庁
	513_18_地理院
	502_01_気象庁
	502_18_地理院
	503_01_気象庁
	503_12_京大阿蘇
	503_14_防災科研
	503_18_地理院
	504_01_気象庁
	504_11_九大
	504_14_防災科研
	504_18_地理院
	507_13_京大防災研
	510_13_京大防災研
	「だいち2号」SAR干渉解析判読結果_地理院


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




